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　本講演では 2012 年度のノーベル医学生理学賞に関連して二つのト

ピックスを取り上げる。一つは山中伸弥氏と共に受賞者となったケンブ

リッジ大学の John Gurdon 氏の人柄と研究スタイルについてであり、

もう一つは幹細胞研究に関する倫理的・社会的課題についてである。

　フォーマルな研究発表というよりも、約 4 年の Gurdon 研究室での

ポスドクとしての体験や、国際幹細胞学会の「倫理と公共政策委員会」

での体験などを交えたお話をしていただきます。

世話人：　自然システム学系生物学コース　岩見雅史、山口正晃、小藤累美子、田岡東

連絡先：　aztaoka@staff.kanazawa-u.ac.jp 
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